
気
象
業
務
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

気
象
業
務
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
及
び
火
山
現
象
を
除
く
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
発
生

し
た
断
層
運
動
に
よ
る
地
震
動
（
以
下
単
に
「
地
震
動
」
と
い
う
。
）
に
限
る
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
気
象
」
の
下
に
「
、
地
震
動
、
火
山
現
象
」
を
加
え
、
同
条

第
三
号
中
「
気
象
」
の
下
に
「
、
地
震
動
及
び
火
山
現
象
」
を
加
え
、
同
条
第
四
号
中
「
及
び
火
山
現
象
」
を
「
（
地
震
動
を

除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
第
三
号
を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
及
び
火
山
現
象
を
除
く
。
こ
の
章
に
お
い
て
以
下
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
地
震
動
に
限
る
。
第
十
六

条
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
、
気
象
」
の
下
に
「
、
地
象
」
を
加
え
、
「
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
、
警
察
庁
、
海
上
保
安
庁
、
国
土
交
通
省
、
日
本
放
送
協
会
又
は
都
道
府
県
」
を
「
警
察
庁
、
国
土
交
通
省
、
海
上
保
安

庁
、
都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
又
は
日
本
放
送
協
会
」
に
、
「
警
戒
の
必
要
が



な
く
な
つ
た
場
合
」
を
「
地
震
動
の
警
報
以
外
の
警
報
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
警
戒
の
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
中
「
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
、
警
察
庁
及
び
都
道
府
県
」
を
「
警
察
庁
、

都
道
府
県
、
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
海
上
保
安
庁
」
を

「
国
土
交
通
省
」
に
、
「
航
海
中
及
び
入
港
中
の
船
舶
」
を
「
航
行
中
の
航
空
機
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
国
土
交
通
省

」
を
「
海
上
保
安
庁
」
に
、
「
航
行
中
の
航
空
機
」
を
「
航
海
中
及
び
入
港
中
の
船
舶
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
地
象
」
の
下
に
「
（
地
震
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
当
該
予
報
業
務
」
を
「
地
震
動
及
び
火
山
現
象
の
予
報
以
外
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
予
報
業
務
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
予
報
業
務
の
う
ち
現
象
の
予
想
の

方
法
が
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
の
二
中
「
受
け
た
者
」
の
下
に
「
（
地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
の
み
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
二
中
「
の
一
」
を
「
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
「
要
員
」
の
下
に
「
又
は
そ
の
現
象
の
予
想
の
方
法
」
を
加
え



る
。第

二
十
三
条
中
「
、
気
象
」
の
下
に
「
、
地
震
動
、
火
山
現
象
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に

改
め
る
。

第
二
十
五
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
及
び
火
山
現
象
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
も
の
の

外
」
を
「
も
の
の
ほ
か
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
、
「
の
一
」
を
「
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
「
正
当
の
」
を
「
正
当
な
」
に
、
「
及
び
火
山
現
象
を
除
く
」
を
「
に
あ
つ
て
は
、
地
震
動
に
限
る
」
に
、

「
こ
わ
し
」
を
「
壊
し
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
地
震
動
（
発
生
し
た
断
層
運
動
に
よ
る
地
震
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
火
山
現



象
の
予
報
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
者
（
次
条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月

間
（
当
該
期
間
内
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
気
象
業
務
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
十

七
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
不
許
可
の
処
分
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
処
分
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
）
は
、
同
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
当
該
地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の

期
間
内
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
同
項
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申

請
に
つ
い
て
許
可
又
は
不
許
可
の
処
分
が
あ
る
ま
で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
者
を
新
法
第
十

七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
と
み
な
し
て
、
新
法
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る

罰
則
を
含
む
。
）
を
適
用
す
る
。

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
気
象
業
務
法
第
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
っ
て
、
地
震
動
又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月

間
（
当
該
期
間
内
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
新
法
第
十
九
条
第
一
項
の
認
可
の
申
請
に
つ
い
て
不
認
可
の
処
分
が
あ
っ
た
と

き
は
、
当
該
処
分
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
間
）
は
、
新
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
当
該
地
震
動



又
は
火
山
現
象
の
予
報
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
者
が
そ
の
期
間
内
に
こ
れ
ら
の
業
務
に
係
る
同
項
の
認
可
の

申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
申
請
に
つ
い
て
認
可
又
は
不
認
可
の
処
分
が
あ
る
ま

で
の
間
も
、
同
様
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
百
四
十
三
号
中
「
許
可
、
」
を
「
許
可
若
し
く
は
予
報
業
務
の
範
囲
の
変
更
の
認
可
、
」
に
改
め
、
同
号
(四)

を
同
号

と
し
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号

を
同
号

と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

(五)

(三)

(四)

(二)

(三)

(一)

気
象
業
務
法
第
十
九
条
第
一
項
（
変
更
認
可
）
の
予
報
業
務
の
範
囲

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
九
万
円

(二)



の
変
更
の
認
可
（
同
法
第
十
八
条
第
一
項
第
三
号
（
許
可
の
基
準
）
の

予
報
の
業
務
又
は
同
項
第
四
号
の
地
震
動
若
し
く
は
火
山
現
象
の
予
報

の
業
務
を
新
た
に
行
う
た
め
に
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）

（
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
百
十
九
号
中
「
及
び
火
山
現
象
を
除
く
」
を
「
に
あ
っ
て
は
、
発
生
し
た
断
層
運
動
に
よ
る
地
震
動
に
限
る
」

に
改
め
る
。



理

由

近
年
に
お
け
る
気
象
業
務
に
関
す
る
技
術
の
進
展
及
び
観
測
体
制
の
充
実
に
対
応
し
、
地
震
及
び
噴
火
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
気
象
庁
に
、
発
生
し
た
断
層
運
動
に
よ
る
地
震
動
及
び
火
山
現
象
に
つ
い
て
の
一
般
の
利
用
に
適
合
す
る
予
報

及
び
警
報
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
す
る
等
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で

あ
る
。


